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最大値 scoとそのリニヤサイズ Icoの最大値の分布である .Cは局所的な傾きを砂山全体




































































臨界手旨数 zc-10 zck-9 zck-8
T(D(S)巴S-') 1.49 1.42 1.25
y(D(T)巴T-y) 1.89 1.57 0.992
I(f巴SX) 0.533 0.480 0.370
表2 臨界指数の変化
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研究会報告
zckを小さくしていくと分布がよりサイズの大きい方に偏っていく､つまり傾きが小さくなっ
ていくのがわかるのがわかる｡Prado【51達の報告では運動エネルギーの効果を入れると､
分布の大きなサイズに山が見られるということだが､今回の計算結果には現れなかった｡
これはprado達が始め運動の効果を入れないで臨界状態を作ったのに対し､我々は始めか
ら運動の効果を考えて臨界状態を得たことの違いだと思われる｡
5 おわりに
我々はその他に､外からランダムに砂を落した時に系内で起こる砂崩れの時系列のパワー
スペルトルを計算したが､今のところBak連の報告にある1/fスペクトルは現れていな
い｡今回の計算は､Bak達のモデルをより現実の砂山に近付けたらという視点で行なった｡
今後は実際に行なわれた実験の再現とデータの比較をしていきたいと思う｡
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